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2017
（平成 29 年）

第 134 号

今月の主な内容
今月の表紙
ご成人おめでとうございます！
　平成29年紀美野町成人式が１月８日に中央公
民館で開催されました。晴れ着やスーツに身を
包んだ新成人71人が出席しました。町内の新成
人は、平成８年４月２日から平成９年４月１日
までに生まれた方で83人（男性36人、女性47人）
です。【2面に関連記事】
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83
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
29
年 

紀
美
野
町
成
人
式

平
成
29
年
１
月
８
日
、
紀
美
野
町
成
人
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。
成
人
式
で
は
新
成
人
の

紹
介
の
後
、
寺
本
町
長
が
「
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
町
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
た
ち
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
次

の
時
代
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
成

人
を
代
表
し
て
弓
庭
淳
史
さ
ん
（
毛
原
宮
）

が
「
今
日
ま
で
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
家

族
を
は
じ
め
、
励
ま
し
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
思
い
を

お
伝
え
し
、
変
わ
り
ゆ
く
こ
の
社
会
が
住
み

よ
い
社
会
に
な
る
よ
う
、
若
さ
と
い
う
力
を

発
揮
し
精
進
し
て
い
き
た
い
。」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
後
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、“
成
人
の

一
歩
”
を
カ
メ
ラ
に
納
め
ま
し
た
。

会
場
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
と
の
談
笑

や
写
真
撮
影
で
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

新
成
人
４
人
の
方
に
、
二
十
歳
の
抱
負
を

述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
家
族
を
は
じ
め
、
恩
師
、
地
域
の
皆

様
と
多
く
の
人
々
が
支
え
て
下
さ
っ
た
お
蔭

だ
と
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

人
生
の
節
目
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
と
、
大
人
と
し
て
の
責
任

を
持
ち
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
系
の
専
門

職
を
目
指
し
努
力
を
怠
ら
ず
、
将
来
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

成
人
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
変
嬉

し
く
思
う
と
同
時
に
、
思
い
返
せ
ば
沢
山
の

支
え
の
中
、
育
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
感
謝

致
し
ま
す
。

未
だ
幼
い
頃
描
い
た
夢
の
途
中
で
、
勉
強

や
様
々
な
経
験
の
積
み
重
ね
の
日
々
で
す

が
、近
い
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
、
感
謝
の
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
と
い
う
人
生
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
こ
の
20
年
間
、
家
族
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
先
生
方
や
友
人
に
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
「
あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
、
自

分
が
社
会
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
と
い
う
素
晴
ら

し
い
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
て
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
、
成
人
に

な
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
思
う
と
同
時
に
、
社

会
の
一
員
と
な
り
責
任
の
あ
る
大
人
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
両
親
は
も
ち

ろ
ん
、
恩
師
や
友
人
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道浦　瑛生さん
（神野市場）

古阪　育実さん
（福田）

岩橋　唯さん
（小畑）

井川　拓実さん
（小畑）

お礼の言葉を述べる弓庭淳史さん
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紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
が
１
月
８
日

に
紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

行
わ
れ
、
消
防
職
団
員
総
勢
５
７
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式
辞
、
家
本
消

防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員
表
彰
、
新
入
団
員

（
15
人
）
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

紀
美
野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、
一
層

式
典
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

雨
天
に
よ
り
分
列
行
進
、
放
水
訓
練
は
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
整
然
と
整
列
さ
れ
た
姿

か
ら
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う

士
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
12
月
26
日
に
町
内
郵
便
局
及
び

海
南
郵
便
局
と
紀
美
野
町
は
地
域
に
お
け
る

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
は
、
郵
便
局
員
が
配
達
業
務
中
に
道

路
の
異
常
や
不
法
投
棄
、
地
域
の
高
齢
者
や

子
ど
も
等
の
異
変
に
気
付
い
た
場
合
に
、
町

へ
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

今
後
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
23
日
に
東
野
地
区
自
主
防

災
組
織
の
主
催
に
よ
り
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

約
50
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練

で
は
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
家
具
固

定
の
講
座
実
習
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
防
災
資

機
材
の
展
示
な
ど
皆
さ
ん
熱
心
に
防
災
に
つ

い
て
学
ば
れ
ま
し
た
。

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的
に

つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
青
色

申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
速
、
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
個
人
の
場
合
、

平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

町
民
の
安
全
と

　
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

　
　
　
平
成
29
年
紀
美
野
町

消
防
訓
練
初
め
式

郵
便
局
と
協
力
協
定

　
地
域
の
見
守
り
を
強
化
し
ま
す
！

東
野
地
区
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
！

近
畿
農
政
局
か
ら

　
青
色
申
告
の
お
知
ら
せ

新入団員の紹介

写真左：梅本郵便局　村畠 局長

起震車による地震体験

平成28年10月より、内科に勤務しております。栃木県にある自治医科大学を卒業後、和
歌山県立医科大学で２年間初期研修を積み、橋本市民病院、日高川町国保寒川診療所で内
科を中心に診療を行ってきました。まだまだ若輩であり修行中の身であるため、皆さんか
ら教えていただくことがたくさんあると思います。診察の際は、話しやすい雰囲気づくり
を心掛けておりますので、体調のことで気になることがありましたら、お気軽に診察の際
にご相談下さい。
また、現在８ヶ月になる娘の育児中であり、慌ただしい毎日を送っています。毎朝娘と
共に和歌山市から紀美野町に通勤・登園しているのですが、娘も近辺の自然に触れながら
日々楽しそうに過ごしております。
最後になりましたが、地域の皆さんの健康維持・増進のお役に立てればと思いますので、
これからもご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

国保野上厚生総合病院だより（医師紹介㉘） 内科　医師　出
で

口
ぐち

　雅
まさ

枝
え

力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制

度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
収
入
保
険
制
度
の
主
な
内
容

・
農
業
者
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
の

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
任
意
加
入
の
制
度

・
類
似
制
度
（
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策

等
）
と
は
選
択
加
入

■
問
い
合
わ
せ

　

近
畿
農
政
局
地
方
参
事
官
（
和
歌
山
県
担
当
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
３
６
‐
３
８
３
１



　一般会計決算は、歳入総額80億141万円、歳出総額73億7,710万円で差引残高6億2,431万円となり、そのうち
翌年度へ繰越すべき財源の317万円を差し引いた6億2,114万円が実質収支（黒字）となりました。
　平成27年度末地方債現在高は、97億8,471万円となり、対前年比1億,4,205万円の増額となりました。平成27
年度財政調整基金残高は、16億1,501万円となり、対前年比5億6,038万円の増額となりました。
　歳出目的別では、民生費が20.9％、公債費が15.5％とこれらが多くを占めることとなりました。
　地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた財源の中で、行政効率の向上
を目指し、効果あるサービスを提供していきます。

平成 27 年度決算の公表
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参考）
「公債費」…借金等の償還に要する経費
「民生費」…社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉及び災害救助関係に要する経費

町民1人当り
使われたお金

1世帯当り
使われたお金

5面に続く

町民1人当り
納めたお金

1世帯当り
納めたお金

775,068円

1,672,812円

86,578円

186,859円

世帯数　4,410戸

人口9,518人
（平成28年3月31日現在）

会　計　区　分 歳入 歳出 差引
一　般　会　計 80億　141万円 73億7,710万円 6億2,431万円

特別会計

国民健康保険事業 18億3,896万円 17億9,871万円 4,025万円
国民健康保険
診療所事業 6,998万円 6,682万円 316万円

後期高齢者医療 3億4,162万円 3億4,058万円 104万円
介護保険事業 16億5,063万円 16億2,926万円 2,137万円
のかみふれあい
公園運営事業 4,121万円 4,069万円 52万円

農業集落排水事業 2,709万円 2,665万円 44万円
野上簡易水道事業 5,822万円 5,719万円 103万円
美里簡易水道事業 1億　735万円 1億　635万円 100万円

企業会計 上水道事業会計
（収益的収支） 1億1,054万円 1億　194万円 860万円
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12
月
23
日
、
今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な
る

小
川
の
郷
『
冬
ま
つ
り
』（
小
川
の
郷
づ
く
り

会
主
催
）
が
小
川
小
学
校
で
開
か
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

点
灯
式
が
行
わ
れ
、
高
さ
約
37
ｍ
と
約
25
ｍ

の
巨
大
ツ
リ
ー
２
本
を
は
じ
め
、
校
舎
や
校
庭

に
飾
ら
れ
た
竹
の
灯
籠
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
一
斉
に
点
灯
。
光
り
輝
く
巨
大
ツ
リ
ー
に
会

場
内
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
月
８
日
ま
で
点

灯
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輝
く

小
川
の
郷
　
冬
ま
つ
り
開
催
！

★
サ
ロ
ン
だ
よ
り

my
さ
く
ら
を
育
て
よ
う
‼

～
苗
木
購
入
の
お
知
ら
せ
～

地方債残高の状況 町税の内訳

現年課税分 滞納繰越分 合計

町 民 税 3億3,050万円 464万円 3億3,514万円

固 定 資 産 税 4億2,164万円 523万円 4億2,687万円

軽 自 動 車 税 2,968万円 107万円 3,075万円

町 た ば こ 税 3,092万円 － 3,092万円

入 湯 税 37万円 － 37万円

合　　　 計 8億1,311万円 1,094万円 8億2,405万円

平 成 26 年 度 末 現 在 高 96億4,266万円

平 成 27 年 度 発 行 額 11億8,903万円

平成27年度
償還額

元金 10億4,698万円

利子 9,275万円

計 11億3,973万円

平 成27年 度 末 現 在 高 97億8,471万円

　

町
の
花
『
さ
く
ら
』
を
育
て
ま
せ
ん
か
？

　
「
庭
に
植
え
た
い
」「
記
念
植
樹
を
し
た
い
」

「
地
区
の
緑
花
整
備
を
し
た
い
」
と
い
う
方
！

　

ぜ
ひ
、
さ
く
ら
を
大
切
に
育
て
て
下
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
今
年
の
品
種

・
紅
し
だ
れ
（
樹
高
：
約
２
０
０
㎝
）

　

★
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
特
徴
的
な
品
種
。

例
年
よ
り
約
80
㎝
大
き
く
、
し
っ
か
り

育
ち
ま
す
。

・
八
重
桜
（
紅
華
、
一
葉
、
松
月
の
予
定
）

　
（
樹
高
：
１
２
０
～
１
５
０
㎝
程
度
）

　

★
大
き
な
花
が
か
わ
い
ら
し
い
品
種
。

■
金
額　
　
　
　

各
１
本　

５
０
０
円

■
配
布
時
期　
　

３
月

■
配
布
場
所　
　

役
場　

美
里
支
所

■
申
込
期
限　
　

２
月
15
日
（
水
）

■
そ
の
他

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
本
数
の
調
整
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
配
布
準
備
が
整
い
次
第
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

・
配
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

地
域
サ
ロ
ン
で
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に

つ
ど
い
交
流
を
す
る
中
で
、
仲
間
づ
く
り
や
体

力
づ
く
り
、
趣
味
を
い
か
し
た
生
き
が
い
づ
く

り
を
共
有
し
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
見
守
り

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
曲
谷
地
域
の

「
サ
ロ
ン
ま
が
り
や
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

12
月
８
日
に
動
木
集
会
所
に
て
、
教
育
委
員

会
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
マ
イ
ケ
ル
先
生
を
お
招
き
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
先

生
の
母
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ク
リ
ス
マ
ス
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
先
生
の
ギ
タ
ー
演
奏

に
合
わ
せ
て
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
簡
単
な
英
語
の
ゲ
ー
ム

で
は
、
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
英
語
を

話
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
子
ど
も
の
参
加
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
幅
広
い
層
の
皆

様
に
地
域
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
あ
な
た
も
サ
ロ
ン
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
＊

紀
美
野
町
で
は
、「
地
域
の
つ
な
が
り
を
よ

り
深
め
た
い
」「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
」

な
ど
皆
様
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
支
え
て
い
き

ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０
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★こども園・保育所開放のご案内
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園：2 月 13 日（月）・27 日（月）　 ９時～ 12 時　　　 ℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　○神野保育所　　：2 月 1 日（水）・15 日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３‐４９５‐２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 2 月 7 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター 2 階　プレイルーム
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　2 月 16 日（木）9 時 30 分～ 11 時　　　 子育て支援センター
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（きみのこども園内）まで申込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
★子育て支援センター・文化センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　（きみのこども園内）　 2 月 13 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談
　○文 化 セ ン タ ー：毎月第２・４週の木曜日（祝日は休み）　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）℡ ０７３‐４９５‐９０５５
　　　　　　　　　　　 2 月 23 日（木）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。    ℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４

保健・福祉だより
平成28年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

　20本以上自分の歯があれば、ほとんどの食べ物を噛み砕くこ
とができ、おいしく食べられると言われています。紀美野町で
も「80歳以上（90歳以上）になっても20本以上の歯を保とう‼」
という「8020運動」「9020運動」を推進しています。皆さんも
いつまでも元気な歯を残すために、日頃から自己管理をして下
さいね。
　80歳以上で、20本以上のご自分の歯のある方を表彰させてい
ただきました。

　表彰者は下記の皆様です。（敬称略）
8020達成者　瀬畑艶子、谷口裕彦、西前雪子、向井巖
9020達成者　中谷治代

　また、中学３年生、小学６年生でむし歯の
ない児童の表彰も行いました。今年の表彰者
は　中学３年生で80名中50名、小学６年生で
42名中22名でした。
　おめでとうございます‼

健康相談のお知らせ（2 月の日程）

●保健福祉・介護などの総合相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡ 073‐489‐9960
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ 073‐489‐2430
〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　1日、8日、15 日、22 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今
後のよりよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

80歳以上で20本以上
自分の歯のある方を表彰

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

2 月 13 日（月）
2 月 27 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

2 月 8 日（水）
2 月 22 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

2 月 13 日（月）
2 月 27 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２
週間後）にお知らせします。（予約制） 2 月 27 日（月）　17 時～ 19 時
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日時：３月11日（土）14時～ 15時30分
場所：総合福祉センター　２階
※フッ素塗布の対象（母子手帳を必ずお持ちください。）
・平成 24 年４月２日から平成 27 年３月 31 日生まれの

子ども
・平成 16 年４月２日から平成 24 年４月１日生まれの

フッ素洗口を行っていない子ども
フッ素には歯の質を強くする効果があります。

※歯科健診は、町民の方ならどなたでも
　受けていただけます。皆さんぜひお越
　しください！

■問い合わせ　
　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

●平成28年度の対象者
　①平成28年度内に下記の各年齢となる方
　　・ 65歳（昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生）
　　・ 70歳（昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生）
　　・ 75歳（昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生）
　　・ 80歳（昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生）
　　・ 85歳（昭和 ６年４月２日生～昭和 ７年４月１日生）
　　・ 90歳（大正15年４月２日生～昭和 ２年４月１日生）
　　・ 95歳（大正10年４月２日生～大正11年４月１日生）
　　・100歳（大正 ５年４月２日生～大正 ６年４月１日生）
　　　　（昨年４月に対象の方には個人通知しています）
  ②60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓若しくは呼吸

器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障
害を有する方

●自己負担金　3,000円(生活保護受給者は無料)
●接種期間　　平成29年３月31日まで
●平成30年度までの間は、各年度に65歳、70歳、75歳、80歳、

85歳、90歳、95歳、100歳となる方が対象となります。
※すでに肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライド

ワクチン）接種をうけたことがある方は費用助成の対象外とな
ります。

■問い合わせ
　保健福祉課　予防接種担当　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

健康づくり
情報Vol.17 地区巡回健康相談
お医者さんには通っているけれど、自分の身近な健康や病気の
ことをゆっくりと聞いたことがない・・・という方は多くいらっ
しゃるのではないでしょうか。
保健福祉課では、地区集会所に保健師・看護師が出向き、健康
や病気に関する個別相談をお受けしています。
血圧測定や骨密度測定・検尿などの基本的な健康チェックを受
けると同時に、サロンコーディネーターによるゲームやお楽しみ
で顔なじみの方たちで楽しめ
る時間も設けています。
少人数でもうかがいますの
で、ご希望がございましたら、
下記までご連絡ください。
当日の送迎なども、ご相談
ください。

■問い合わせ　
　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神障
害者保健福祉手帳を交付されている方のために使用する
軽自動車等（原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動
車及び２輪の小型自動車）で一定の要件を満たす場合は、
障害者の方１人について１台（自動車税を含んで１台）
に限り、申請により軽自動車税の減免が受けられます。
手帳要件等詳しくは税務課までお問い合わせください。
平成 28 年度に減免を受けた方には、更新手続きの案内
をお送りします。

■問い合わせ　税務課　℡ ０７３‐４８９‐５９０５

［減免申請］
申請場所 役場本庁税務課・美里支所住民室

受付期間

　平成29年度の軽自動車税減免の申請
は、平成29年２月１日（水）より受け付
けます。
　なるべくお早めに（３月中）申請して
ください。尚、受付期限は納期限の７日
前の平成29年５月24日（水）までです。
　受付期限を経過しますと減免できませ
んのでご注意ください。

必要な
書類等

印鑑・身体障害者手帳・運転免許証・車
検証・生計同一証明書・通院や通学等の
証明書・常時介護証明書・マイナンバー
カードもしくは通知カード等申請者の個
人番号が確認できる書類

平成29年度身体障害者等に対する
軽自動車税の減免について

児童手当
　児童（15歳に達した日以降の３月末まで）を養育してい
る方に手当を支給することにより、家庭等における生活の
安定に寄与するとともに次代の社会を担う児童の健やかな
成長に資することを目的にしています。

児童扶養手当
　父母の離婚や死亡などにより、父又は母の一方からしか
養育を受けられない一人親家庭などの児童（18歳に達した
日以降の３月末まで）について手当を支給する制度で、ひ
とり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増
進を図ることを目的にしています。

特別児童扶養手当
　20歳未満で身体や知的または精神に中程度以上の障害も
しくは、長期にわたる安静を必要とする病状にある児童を
監護している父もしくは母、または父母に代わって児童を
養育している方に支給される手当です。　

■問い合わせ　
　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

児童に関する各種手当制度について

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ

平成28年度　成人肺炎球菌ワクチン予防接種について

上ケ井地区巡回健康相談の様子
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お
知
ら
せ
・
募
集

■
業
務
内
容

　

朝
食
時
の
配
膳
・
食
事
介
助
等
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
勤
務
）

■
募
集
人
数

　

介
護
職
（
パ
ー
ト
勤
務
）　

若
干
名

■
賃　
　

金　

時
給　

１
，０
０
０
円

　
（
別
途
、
時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務

手
当
）

■
勤
務
時
間　

７
時
～
10
時

■
応
募
資
格

　

土
・
日
・
祝
日
に
勤
務
で
き
る
方

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時
・
場
所

　

応
募
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

　

海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

■
業
務
内
容

　

保
育
所
給
食
調
理
業
務
（
神
野
保
育
所
勤

務
）

■
募
集
人
員　

１
人   

■
雇
用
期
間　

　

平
成
29
年
４
月
２
日
～
平
成
29
年
９
月
30
日

　

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃　

金

　

日
額　

７
，３
０
０
円
（
調
理
師
免
許
有
）

　

日
額　

６
，５
０
０
円
（
調
理
師
免
許
無
）

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
（
休
憩
45
分
含
む
）

■
応
募
資
格

　

調
理
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
調
理

業
務
経
験
者
の
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　
応
募
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
予
定
）

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）
17
時
（
必
着
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
、
調
理
士
資

格
の
写
し
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り

下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
試
験
日
及
び
試
験
会
場

　

平
成
29
年
２
月
18
日
（
土
）

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

和
歌
山
市
築
港
１
‐
１
４
‐
６

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
有
田
募
集
案
内
所

　

℡ 

０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
番
地
２

陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

募
集
に
つ
い
て

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て    

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
！

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園

介
護
職
員
（
パ
ー
ト
勤
務
）

募
集
に
つ
い
て

個人番号カード交付の臨時専用窓口の開設について
　個人番号カード交付通知書（郵便はがき）が届いた方で、平日に個人番号カードを受取ることが出来ない方は、ご予約の上、休日に
受取ることができます。希望される方は、下記によりご予約ください。また、受取り当日は、通知書に記載しております書類等をご持
参のうえ、交付場所（通知書の剥離シールをはがして、ご確認ください。）をお間違えのないよう、申請者本人が受取りにお越しくだ
さい（※）。
　なお、個人番号カード受取りにかかる時間は、１人15分程度となりますので、１時間に４人から５人の予約人数となります。
　※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人が来庁できない場合は、代理人の方が受取ることができます。詳細について

は、下記までお問い合わせください。
■受取希望日時　平成29年２月25日（土）・26日（日）　８時30分～ 11時30分
■予 約 期 間　平成29年２月１日（水）～ 17日（金）（土・日を除く。）　８時30分～ 17時15分
■予 約 方 法　電話にて下記へお申し込みください。　
■問い合わせ・申し込み　□交付場所が紀美野町役場の方　　　　　住民課戸籍住民係　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９２０
　　　　　　　　　　　　□交付場所が紀美野町役場美里支所の方　住民室戸籍住民係　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融

機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）・

１
年
前
納
・
２
年
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
２
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０
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平成29年度　紀美野町入札参加資格審査申請の受付について

平成29・30年度　五色台広域施設組合入札参加資格審査申請等について

平成29・30年度　海南海草老人福祉施設事務組合入札参加資格審査申請の受付について

　紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等、物品及び役務提供の平成29年度分の入札に参加を希
望される方は、入札参加資格審査申請書を提出していただく必要があります。詳細については、町ホームページに掲
載しておりますのでご覧ください。

１．提　出　先　〒640 ‐ 1192　和歌山県海草郡紀美野町動木２８７番地　紀美野町役場　企画管財課 
２．申請書宛名　紀美野町長
３．受 付 期 間　平成29年２月１日（水）～ 28日（火）（土・日・祝日は除く。）８時30分～ 17時（12時～ 13時は除く。）
４．有 効 期 間　１年間（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
　※平成28年度で申請書を提出している町内業者の方は「法人住民税又は町・県民税」、固定資産税、軽自動車税、国

民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料及び町民税特別徴収分に未納のない証明書及び建設工事にあっ
ては審査申請時点で最新の改正後の経営事項審査結果通知書・経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書（写）
を提出し、中間審査を受けることで平成29年度の１年間有効となります。

５．提 出 書 類　提出書類については、下記のホームページよりダウンロードして下さい。
　　　　　　　　また、提出様式は企画管財課でも配布していますので必要な方はお越しください。
６．提 出 方 法　持参または郵送（郵送の場合、受付期間内必着）  

■問い合わせ
　紀美野町役場　企画管財課　℡ ０７３‐４８９‐５９１３ 
　ホームページ　http://www.town.kimino.wakayama.jp/kikaku/000641.html

１．提　出　先　〒640 ‐ 1251　和歌山県海草郡紀美野町国木原577番地4
　　　　　　　　五色台広域施設組合事務局（五色台聖苑内）
２．申請書宛名　五色台広域施設組合　管理者
３．受 付 期 間　平成29年２月１日（水）～ 28日（火）（土・日・祝日は除く。）８時30分～ 17時（12時～ 13時は除く。）
４．有 効 期 間　２年間（平成29年４月１日～平成31年３月31日）
　※平成28・29年度で申請書を提出している業者については、申請不要。ただし、建設工事にあっては審査申請時点

で最新の改正後の経営事項審査結果通知書・経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書（写）を提出してい
ただく必要があります。

５．提 出 書 類　提出書類については、下記のホームページよりダウンロードして下さい。
６．提 出 方 法　持参または郵送（郵送の場合は受付期間内必着）

■問い合わせ　
　五色台広域施設組合事務局（五色台聖苑内）　℡ ０７３‐４８９‐５５０５
　ホームページ　http://goshikidai.jp/

　海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・販売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必
ず期限までに申請書及び必要書類を提出してください。

１．提　出　先　〒640 ‐ 1121　和歌山県海草郡紀美野町下佐々 1408番地7
　　　　　　　　海南海草老人福祉施設事務組合　事務局
２．申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
３．受 付 期 間　平成29年２月１日（水）～ 28日（火）（土・日・祝日は除く。）　９時30分～ 18時
４．有 効 期 間　２年間（平成29年４月１日～平成31年３月31日）
５．提 出 書 類　提出書類については、下記のホームページよりダウンロードして下さい。
　　　　　　　　また、その他必要な書類についても、ホームページに記載しています。
６．提 出 方 法　持参または郵送（郵送の場合、当日消印有効）

　■問い合わせ
　　海南海草老人福祉施設事務組合　事務局　℡ ０７３‐４８９‐３６３１
　　ホームページ　http://www.yasuragien.com/
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文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

奇
跡
の
男
性
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

岡
本
知
高
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ
・
コ
ン
サ
ー
ト

～
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｏ 

ｄ
ｅ
ｌ 
Ｓ
ｏ
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
～

■
出
演　

岡
本
知
高

■
日
時　

２
月
11
日
（
土
）
14
時
～

■
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し

て
い
ま
す
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
（
全
席
指
定
）

・
Ｓ
席　

４
，０
０
０
円

　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
の
み
取
扱
）

・
Ａ
席　

３
，０
０
０
円

　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
の
み
取
扱
）

・
Ｂ
席　

２
，０
０
０
円
（
各
販
売
所
）

チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
販
売
中

■
販
売
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公

民
館
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

　
（
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
備
考

・
購
入
枚
数
制
限
な
し
、
販
売
所
毎

に
席
種
座
席
位
置
が
異
な
り
ま
す
。

・
完
売
の
場
合
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

（
平
日
水
～
金
曜
日
９
時
～
17
時
迄
）

紀
美
野
町
文
化
協
会
へ
の

加
入
団
体
・
会
員
募
集
‼

町
内
の
文
化
団
体
の
交
流
・
郷
土

文
化
の
向
上
発
展
・
明
る
い
町
づ
く

り
を
目
的
に
、「
春
の
文
化
協
会
展
・

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
場
と
し
て
会
員
相
互
の

協
力
と
連
携
の
も
と
盛
大
に
開
催
、

ま
た
会
員
研
修
（
博
物
館
・
美
術
館

見
学
等
）、
そ
の
他
、
文
化
祭
へ
の

参
加
、
海
草
・
有
田
地
方
文
化
協
会

の
芸
能
・
文
化
交
流
会
な
ど
…
各
部

の
事
業
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

■
会
費　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
１
人
１
サ
ー
ク
ル
）

■
現
在
加
入
団
体

　

写
真
・
俳
句
・
短
歌
・
木
彫
り
・

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
洋
画
・
ち
ぎ

り
絵
・
陶
芸
・
茶
道
・
歌
謡
・
大

正
琴
・
詩
吟
・
舞
踊
・
囲
碁
・
将

棋
★
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
参
加
者
募
集

■
日
時

　
３
月
12
日
（
日
）
8
時
45
分
開
会
式

※
予
備
日
13
日
（
月
）

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
公
園

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
内
容

　

東
西
南
北
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
の
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

■
参
加
資
格

【
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
】

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
方

①
前
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
」

　

優
勝
～
３
位
の
方

②
今
年
度
開
催
し
た
大
会

　
（
春
、
夏
、
秋
）
の
優
勝
者

③
前
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
ま
た

は
本
年
度
開
催
の
大
会
に
お
い

て
、
標
準
ス
コ
ア
（
２
ラ
ウ
ン
ド

合
計
ス
コ
ア
が
、
男
性
１
２
０

以
下
、
女
性
１
３
２
以
下
）
を

記
録
し
た
方

【
オ
ー
プ
ン
の
部
】

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
に
該
当
し
な

い
中
学
生
以
上
の
方

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円

■
申
し
込
み

　

中
央
公
民
館
へ
、
参
加
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
参
加
者
資
格
①
②
に
該
当

す
る
方
は
、
事
務
局
よ
り
招
待

状
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

２
月
６
日
（
月
）

　

～
３
月
３
日
（
金
）

■
そ
の
他

　

小
雨
決
行
、
荒
天
延
期

　
（
態
度
決
定
６
時
）

　

申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い

て
は
、
受
付
期
間
中
は
全
額
返

金
、
そ
れ
以
降
は
返
金
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

１
日　

お
に
の
面
を
作
ろ
う

　

８
日　

え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う

　

15
日　

お
は
な
し
会

　

22
日　

あ
み
も
の
体
験

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

１
日　

お
は
な
し
会

　

８
日　

フ
ラ
フ
ー
プ
大
会

　

15
日　

サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う

　

22
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

■
日
時

２
月
４
日
（
土
）
10
時
～
17
時

２
月
５
日
（
日
）
10
時
～
16
時

■
展
示
［
４
・
５
日
］

　

書
道
作
品
、
手
芸
作
品
、
パ
ソ

コ
ン
サ
ー
ク
ル
作
品
、
未
来
de

志
賀
野
作
品
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
子
ど
も
た
ち
・

地
域
サ
ロ
ン
・
お
年
寄
り
の
作

品
、
一
般
作
品
他

■
お
茶
席
［
４
日
］
11
時
30
分
～

　
（
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第

終
了
）

■
カ
ラ
オ
ケ
大
会
［
４
日
］
13
時
～

　

特
別
ゲ
ス
ト
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
‼

■
そ
の
他　

※
ご
来
館
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
有

り（
数
量
限
定
・
パ
ソ
コ
ン
サ
ー

ク
ル
よ
り
）　

■
問
い
合
わ
せ

　

志
賀
野
地
区
公
民
館

来
る
２
月
19
日
（
日
）
紀
三
井

寺
陸
上
競
技
場
～
和
歌
山
県
庁
間

（
21
．１
㎞
、
10
区
間
）
で
開
催
さ

れ
る
第
16
回
和
歌
山
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
に
今

年
も
２
チ
ー
ム
出
場
す
る
た
め
に
、

紀
美
野
町
選
手
団
は
昨
年
７
月
以

来
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
大

会
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
町
チ
ー
ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
・

選
手
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
監　

督
】

　

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】

　

丸
畑
明
彦　
　
　

松
原
司

　

樋
瀬
大
輝

【
選　

手
】

《
中
学
生
男
子
》

　

樋
瀬
翔
希　
　
　

吉
見
侑
輔

　

岩
崎
稀
優　
　
　

中
田
琉
玖

　

片
畑
弥
偲　
　
　

平
岩
隆
太
郎

　

宗
和
優
斗　
　
　

段
木
康
我

　

和
久
谷
瑠
風　
　

折
口
雄
紀

　

中
前
吉
広

《
中
学
生
女
子
》

　

森
下
日
和　
　
　

東
浦
史
歩

　

古
谷
明
日
香　
　

西
井
華
心

　

静
川
桃
音　
　
　

岩
橋
加
奈

　

水
越
う
ら
ら　
　

西
谷
美
咲

　

横
山
桃
花

《
小
学
生
男
子
》

　

池
本
智
輝　
　
　

坂
口
琳
基

　

片
畑
羽
弥　
　
　

藤
井
聖
矢

　

服
部
生
蕗　
　
　

坂
本
優

　

北
畠
青
空　
　
　

静
川
陽
向

《
小
学
生
女
子
》

　

垣
内
歩
実　
　
　

油
谷
依
里

　

上
中
花
夏　
　
　

松
尾
風
香

　

矢
動
丸
さ
ら
沙　

前
硲
唯

　

田
中
新
菜

【
監
督
の
コ
メ
ン
ト
】

目
標
は
８
位
入
賞
、
町
１
位
を

目
指
し
ま
す
。

今
年
も
子
ど
も
た
ち
は
長
期
に

渡
る
厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
小
さ
い
町
な
ら
で
は

の
世
代
を
越
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命

走
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

「
お
正
月
を
あ
そ
ぼ
う
！
」

第
16
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

選
手
団
紹
介

志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

小
柳
友
誠（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
６
０
０
冊
】

　

中
原
龍
一
郎
（
野
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
静
か
な
雨
」

　
　
　
　
　
　
　

宮
下
奈
都
・
著

「
満
潮
」

　
　
　
　
　
　

朝
倉
か
す
み
・
著

「
忙
し
い
マ
マ
も
で
き
る
！
簡
単

ち
ょ
い
デ
コ
ご
は
ん
＆
お
弁
当
」

　
　
　
　
　
　
　

中
村
陽
子
・
著

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の
知

恵
袋
」

　
　
　
　
　
　

真
珠
ま
り
こ
・
著

「
す
っ
き
り
暮
ら
す
た
め
の
収
納

の
コ
ツ
」

　
　
　
　
　
　

主
婦
の
友
社
・
編

「
お
か
し
な
こ
と
も
あ
る
も
ん
だ
」

　
　
　
　
　

い
し
い
ひ
ろ
し
・
作

「
す
な
ば
ば
ば
」

　
　
　
　
　

鈴
木
の
り
た
け
・
作

「
四
年
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
組
」

　
　
　
　
　

こ
う
だ
ゆ
う
こ
・
作

「
ル
ル
と
ラ
ラ
の
ア
ロ
ハ
！
パ
ン

ケ
ー
キ
」

　
　
　
　

あ
ん
び
る
や
す
こ
・
作

「
ご
み
処
理
場
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
働
く
人
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　

桑
原
次
郎
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
猿
の
見
る
夢
」

　
　
　
　
　
　
　

桐
野
夏
生
・
著

「
み
か
づ
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　

森
絵
都
・
著

「
好
か
れ
る
人
が
絶
対
し
な
い
モ

ノ
の
言
い
方
」

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
由
佳
・
著

「
高
野
ど
う
ふ
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　
　

石
澤
清
美
・
著

「
お
か
ん
と
お
と
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

平
田
昌
広
・
作

「
雨
の
日
の
せ
ん
た
く
や
さ
ん
」

　
　
　
　
　

に
し
な
さ
ち
こ
・
作

「
子
ど
も
の
手
芸 

バ
ッ
グ
と
雑

貨
」

　
　
　
　
　
　

寺
西
恵
里
子
・
著

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ

ン
タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検

に
伴
い
、
２
月
23
日
（
木
）～

２
月
28
日
（
火
）
の
期
間
休
室

し
ま
す
。
最
終
貸
出
日
は
、
２

月
22
日
（
水
）
で
す
。
な
お
、

期
間
延
滞
の
図
書
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
必
ず
中
央
公
民
館
ま
た

は
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

　

４
月
中
旬
ま
で
俳
句
会「
き

み
の
」
さ
ん
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。
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　私たちリリアンコールきみのは、野上中学校育友
会コーラスから始まって30年近く続いています。町
民歌、童謡からナツメロまで幅広く歌っています。
みんなの心がひとつになり、美しいハーモニーが出
せたときは最高です。
　発表の場はきみの児童合唱団定期演奏会での賛助
出演、海南海草コーラス発表会、文化祭芸能大会出
演、老人施設訪問などです。
　現在団員募集中です。いっしょに楽しく歌いま
しょう。川久保先生が声の出し方から丁寧に教えて
くれます。

■活動日
　第１・３月曜
　19時30分
　　～閉館時間
■活動場所
　中央公民館

─ わが町サークル ─
「リリアンコールきみの」

　

き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
、
12
月
４
日
、
た
ま
ゆ
ら
の
里

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

実
施
し
た
時
は
「
ふ
た
ご
座
流
星

群
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
今
回
は

「
小
型
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
い
、

冬
の
時
期
に
し
か
見
ら
れ
な
い
宝

石
の
よ
う
に
輝
く
星
の
宝
物
を
探

し
て
み
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
ま
し
た
。

　

前
回
同
様
、
町
内
の
魅
力
的
な

飲
食
店
（
上
中
林
業
、
キ
ミ
ノ
ー

カ
、
シ
ェ
み
な
み
、
ス
テ
ラ
ー
ト
、

た
ま
ゆ
ら
の
里
、
以
上
50
音
順
）

も
参
加
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
初

め
て
出
店
し
た
上
中
林
業
が
作
る

「
丸
太
の
薪
ス
ト
ー
ブ
で
焼
く
ピ

ザ
」は
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
降
り
だ
っ
た
の
で
、

天
文
台
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
室
内
で
小
型
望
遠
鏡
の

手
作
り
体
験
と
星
座
早
見
盤
の
工

作
お
よ
び
使
い
方
講
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
少
な
い
人
数
だ
っ
た
の

で
、
参
加
者
は
じ
っ
く
り
と
対
話

を
し
な
が
ら
工
作
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

悪
天
候
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
に
す
る
の
が
、
今
後
の
挑
戦

テ
ー
マ
で
す
。
同
様
の
企
画
を
こ

れ
か
ら
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

「
星
を
題
材
に
し
た
町
お
こ
し
」

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
私
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十
六

い
か
だ
流
し
（
前
半
）

今
か
ら
60
年
く
ら
い
前
、
わ
し

が
は
た
ら
い
て
い
た
「
い
か
だ
流

し
」
の
話
を
聞
い
て
お
く
れ
。

こ
の
野
上
川
（
貴
志
川
）
を
、

ざ
い
木
や
竹
を
い
か
だ
に
組
ん

で
、
和
歌
山
市
へ
流
し
て
た
ん

や
。                                                                  

今
や
っ
た
ら
、
道
が
よ
な
っ
た

し
、
自
動
車
も
あ
る
し
、
い
そ
が

し
時
は
、
１
日
に
２
、３
回
と
和

歌
山
へ
ざ
い
木
を
自
動
車
で
運

ぶ
が
、
そ
の
こ
ろ
は
道
が
悪
る
て

な
ん
ぎ
し
た
ん
や
。

そ
れ
に
、
荷
物
運
ぶ
の
に
、
牛

や
馬
に
車
を
引
か
せ
て
い
た
ん

や
が
、
遠
く
へ
行
け
や
ん
の
で
、

い
か
だ
で
運
ん
だ
ん
よ
。

美
里
の
毛
原
の
山
の
木
切
っ

た
ら
、
い
か
だ
の
流
れ
や
ん
あ
ぶ

な
い
川
ば
っ
か
り
や
か
ら
、
川
の

そ
ば
ま
で
ざ
い
木
を
出
し
て
、
１

本
ず
つ
川
へ
木
を
ほ
り
こ
ん
で
、

国
吉
ま
で
流
し
て
き
て
、
そ
こ
で

い
か
だ
組
ん
だ
ん
や
。

い
か
だ
は
、
前
の
３
ま
い
は
よ

い
木
、
後
ろ
は
大
き
な
木
、
そ
れ

に
細
か
い
木
は
後
ろ
に
重
ね
て

つ
み
、
15
ま
い
つ
な
い
だ
ん
よ
。

１
本
の
木
は
３
間
（
５
メ
ー
ト
ル

40
セ
ン
チ
ほ
ど
）
に
切
っ
ち
ゃ
あ

る
か
ら
、
山
に
あ
る
ふ
じ
か
ず
ら

を
取
っ
て
き
て
、
か
じ
屋
で
作
っ

て
も
ろ
た
「
ね
こ
か
ん
」
を
打
ち

こ
ん
で
何
本
も
つ
な
い
で
、
い
か

だ
に
組
む
ん
や
。

大
き
な
木
は
、
い
か
だ
が
岩
に

当
っ
て
よ
じ
れ
た
と
き
、「
ね
こ

か
ん
」
だ
け
で
は
と
ん
で
し
ま
う

よ
っ
て
、
三
角
の
よ
き
で
、
木
に

あ
な
を
あ
け
て
、
そ
の
あ
な
へ
か

ず
ら
を
通
し
て
く
く
っ
て
た
ん

や
。い

か
だ
乗
り
は
、
下
佐
々
に
は

か
な
り
の
人
数
も
い
た
け
ど
、
下

佐
々
か
ら
下
に
は
ほ
と
ん
ど
な

い
ん
よ
。

（
昭
和
62
年
度　

昔
話
と
か
み

し
ば
い
の
会
）
よ
り

※
後
半
は
５
月
号
に
掲
載
予
定

き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
「
冬
の
星
空
探
検
」
報
告
（
み
さ
と
天
文
台
）
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入
る
こ
と
拒
み
し
部
屋
も
空
部
屋
に

　
　
　
　
　
遠
い
カ
ナ
ダ
の
娘
想
い
ぬ
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
邦
彦

五
十
五
万
羽
の
鶏
の
処
分
を
報
じ
ゐ
る

　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
痛
し
よ
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
　
　
角
谷
　
と
し
み

庭
先
の
つ
つ
じ
は
二
輪
狂
い
咲
き

　
　
　
　
　
白
く
大
き
く
陽
の
中
に
咲
く
　
　
　
　
黒
西
　
　
葉
子

来
し
方
に
思
ひ
馳
せ
つ
つ
子
等
達
と

　
　
　
　
　
つ
か
ず
離
れ
ず
暮
し
て
ゆ
か
ん
　
　
　
河
野
　
　
昭
子

初
め
て
の
吾あ
児こ
を
つ
れ
来
る
孫
娘

　
　
　
　
　
や
さ
し
い
母
の
顔
と
な
り
け
り
　
　
　
小
根
田
　
牧
子

朝
夕
の
ト
ン
ネ
ル
口
の
賑
わ
し
き

　
　
　
　
　
職
場
に
急
ぐ
家
路
に
急
ぐ
　
　
　
　
　
山
田
　
ひ
ろ
子

免
許
証
返
納
近
き
夫
な
れ
ば

　
　
　
　
　
あ
れ
こ
れ
気
が
か
り
助
手
席
の
わ
れ
　
中
浴
　
た
み
代

名みょ
う
だ
い
代
を
継
ぎ
く
れ
し
孫
に
男お
の
子
生あ
れ

　
　
　
　「
お
お
よ
か
っ
た
」
と
夫つま
と
掌て
を
取
る
　
上
中
前
　
澄
子

紅
葉
の
散
り
透す
く
枝
の
間
は
ざ
ま
よ
り

　
　
　
　
　
冬
日
差
し
く
る
今
年
も
わ
ず
か
　
　
　
西
佐
古
　
祐
子

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
吾わ
が
里
の
景けい
空
よ
り
届
く
　
　
　
　
　
梶
谷
　
美
瑳
子

晩
秋
の
古
都
の
紅もみ
じ葉
の
ト
ン
ネ
ル
を

　
　
　
　
　
く
ぐ
り
て
登
る
鞍くら
馬ま
寺でら
へ
と
　
　
　
　
寺
岡
　
　
幸
子

な
は
と
び
を
枝
で
数
へ
て
初
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

オ
ー
ロ
ラ
の
写
真
を
添
付
初
メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

除
夜
の
鐘
オ
リ
オ
ン
は
肩
緩
ま
せ
て
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

初
鴉
水み
ず
ご
り

垢
離
を
し
て
飛
び
立
て
り
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

給
食
に
出
さ
ん
と
粥かゆ
の
若
菜
摘
む
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
　
　
早
苗

一
椀
に
我
が
家
の
味
を
継
ぐ
雑
煮
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

残
飯
で
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
初
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

四
分
の
一
の
白
菜
買
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

霜
枯
れ
や
千
古
の
松
を
伐き
る
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

希
望
の
職
に
内
定
と
初
便
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

街
中
に
一
枚
の
畑
初
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

歌
　
の
　
小
　
道

　2016年も押し詰まった時期、みさと天文台にはたく
さんの愛があふれていました。
　クリスマス・イブ（12月24日）にはSaxophone奏者・
中川美保さんをお迎えしてのコンサートがあり、お客
さんのサプライズのプロポーズを参加者全員で祝福し
ました。翌日のクリスマス（25日）には、紀美野町観
光協会が主催する婚活が天文台で行われ、４組のカッ
プルが誕生しました。
　天文台は星を見る人だけが集まる場所、ちょっと難
しくて近寄りがたい雰囲気がするなど、様々な印象を
お持ちの方もおられるでしょう。一方で、天文台に魅
力を感じ、愛の告白の場所として選んでくださる方も
いらっしゃるという事を、これらの聖夜のイベントを
通じて感じることができました。
　2017年も天文台は星を見る場所という型にはまら
ず、挑戦を続けていきます。皆さんの素敵なアイデア
を一緒に実現しましょう！

　下神野小学校では、今年も２学期終業式の日に児童
会主催のクリスマス集会を開催しました。この集会の
ために児童会役員の４名は、休憩時間や放課後の時間
を使って準備をしてくれました。今回のクリスマス集
会では、クリスマス関係の〇×クイズ、じゃんけんゲー
ム、クリスマスソングの合唱など全学年が楽しめる内
容にしてくれていました。集会では、児童会役員は、
サンタやトナカイの衣装を着て雰囲気も盛り上げてく
れていました。そして、今年はサプライズで先生サン
タが突然会場に現れて、子ども達にプレゼントを配っ
ていました。下神野小学校では、教育目標を「共に学び、
よりよく生きる～『自立と共生』の力を育む～」とし、
教育実践を行っています。こうした児童主体の行事は、
その根幹を担うものです。子ども達が中心となり活躍
できる場をこれからも大切にしていきたいと考えてい
ます。

天文台だより
『天文台で聖夜に愛の告白を…』

　矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『クリスマス集会』

紀美野町立下神野小学校
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12月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 25（１） 25（１）

一 般 負 傷 7 　　 7 　　

交 通 事 故 2 　　 2 　　

そ の 他 7（１） 7（１）

合 計 41（２） 0 41（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

尊
い
命
を
救
う
為
に
は
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

（
傷
病
者
の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る

応
急
手
当
て
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し
も
の

時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？な

お
、
現
在
終
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回

受
講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時　
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料

■
申
込
期
限　

2
月
20
日

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

　

紀
美
野
町
下
佐
々
８
０
３
番
地
１

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
申
し
込

み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

平
成
28
年
中
に
お
け
る
紀
美
野
町
消
防
署
管

内
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
出
動
件
数
を
紹
介
し

ま
す
。

平
成
28
年
中
の
火
災
出
動
件
数
は
４
件
で
、

前
年
よ
り
１
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災
１
件
、
林

野
火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
28
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
合
計

５
４
７
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
41
件
減
少
し
て

い
ま
す
。
事
故
種
別
ご
と
の
出
動
件
数
で
み
る

と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
急
病
の
３
５
５
件

（
65
％
）
で
前
年
に
比
べ
37
件
減
少
し
て
い
ま

す
。
続
い
て
一
般
負
傷
の
94
件
（
17
％
）
で
、

前
年
に
比
べ
10
件
減
少
し
、
次
に
交
通
事
故
の

35
件
（
６
％
）
で
、
前
年
に
比
べ
て
２
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
搬
送
し
た
人
数
は
12
人
で
前
年
に
比
べ

て
４
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
シ
ス
テ

ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病
院
紹
介
」
は
26
件
で

前
年
に
比
べ
43
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、
離
着
陸
場
に

於
い
て
医
師
に
よ
る
専
門
的
治
療
が
施
さ
れ
る

為
、
離
陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
又
、
砂
ぼ
こ
り
や
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
尊
い
命
を
救

う
為
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数
は
８
件
で
、

前
年
よ
り
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

交
通
事
故
５
件
、
そ
の
他
事
故
３
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

警
戒
出
動
件
数
は
５
件
で
、
前
年
よ
り
１
件

増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
火
災
警
戒
３
件
、

そ
の
他
警
戒
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
風
水
害
出
動
件
数
は
２
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
に
伴
い
、

下
記
の
通
り
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す

火
災
出
動
件
数
の
状
況

救
急
出
動
件
数
の
状
況

救
助
出
動
件
数
の
状
況

警
戒
出
動
・
風
水
害
出
動
件
数
の
状
況

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

３
月
１
日
～
３
月
７
日

　
春
の
火
災
予
防
運
動

紀
美
野
町
消
防
団

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
救
助

資
機
材
一
式
を
配
備
し
ま
し
た
！

の
で
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

　

平
成
29
年
３
月
１
日
（
水
）　

午
前
７
時

②
吹
鳴
方
法

　

一
斉
（
１
分
間
）

一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

と
し
て
の
助
成
を

受
け
、
生
石
高
原

県
立
自
然
公
園
を

管
轄
と
す
る
２
つ

の
分
団
に
、
救
助

資
機
材
一
式
（
油

圧
切
断
機
、
エ
ン

ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
可
搬
ウ
イ
ン
チ
）
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
配
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を

目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
装
備

を
最
大
限
に
活
用
し

た
更
な
る
安
全
な
地

域
づ
く
り
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
3
月
5
日
（
日
）

急病 交通事故 一般負傷 その他 合計



2月

19日（日）、第16回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走
大会が和歌山市で開催されます。県内市町村代表の小中学生
が早春の紀州路をたすきでつなぎます。選手の皆さん、一年
で一番寒い時期を迎えますが、寒さに負けず、健康管理に十
分注意をして本番に臨んでください。
皆様、紀美野町チームへの声援よろしくお願いします！

編 集 後 記

　　民生委員・児童委員の全国一斉改選に伴う委嘱辞令伝達式が11月30日、総合福祉センターで行われ、新任・再任
合わせて52人に厚生労働大臣からの委嘱辞令が伝達されました。新体制のもとで地域の皆さんのもっとも身近な「相
談役」としての役割を担います。
～お気軽にご相談ください！～
　民生委員・児童委員は、日々の暮らしの中で困ったり悩んだりしたことを相談できる相手のひとりです。地域住民
の一員として、皆さんの立場に立って心配ごとや困ったことを解決するお手伝いをします。
　　・経済的な悩みを抱えたとき　　　　　　　　　・高齢者の福祉に関すること　
　　・心身に障害のある方の福祉に関すること　　　・児童の福祉や子育て支援に関すること　　等
　その他、生活上の悩みや心配ごとなど、お近くの民生委員・児童委員に気軽に声をかけてください。相談の秘密は
必ず守られますのでご安心ください。

地　区 氏　名 電話番号
下 佐 々 ○ 山本　倉造 489−3325
下 佐 々 田渕　晴民 489−3024
下 佐 々 ○ 穂谷　喜美 489−2496
下 佐 々 中前　晶子 489−2609
下 佐 々 大山乃里子 489−3770
動 木 清田　憲次 489−5410
動 木 寺中シゲミ 489−5100
動 木 寺中　俊也 489−2734
動 木 ○ 小松　晴功 489−5309
小 畑 山本　和美 489−4238
小 畑 岩橋　哲子 489−5590
小 畑 北山　宣生 489−4140
小 畑 中尾　育男 489−3903
柴 目 ○ 山本喜久男 489−2427
長 谷 中屋　久司 489−9955
吉 野 小田　　茂 489−3678
吉 野 池本　博文 489−2892
福 井 吉村　耕治 489−3164

○印は、新しく委員になられた方

■問い合わせ　紀美野町民生委員・児童委員協議会（保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０）

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：平成31年11月30日まで（３年間）

お住まいの地区の民生委員・児童委員を紹介します

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

1 日（水） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【12 日 ( 日 )・26 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 − 6500
4 日（土） 13:30 ～ じどうかん料理教室【～ 15：30】 中央公民館 青少年センター 489 − 5909

「チョコレートケーキ作りをしよう！」 調理実習室
15 日 ( 水 )・23 日（木）移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471

総務課 489 − 5912
16 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489 − 5912

美里支所 住民室 495 − 3471

地　区 氏　名 電話番号
梅 本 南　　智子 489−2963
奥 佐 々 小谷　尊規 489−3597
中 田 大谷　延由 489−3785
坂 本 松尾　好純 489−2693
東 野 ○ 溝上　孝和 489−2871
西 野 赤阪　惠子 489−3774
釜 滝 南　　秀和 489−5860
松 瀬 廣井　傳治 489−3893
国 木 原 ○ 前野　忠弘 489−4307
福 　 田 東　　佳代 495−2301
福　田・永　谷 北谷　　泱 495−2115
神 野 市 場1・2 ○ 井岡三恵子 495−2036
神 野 市 場3・4 柳生　啓子 495−2672
野中・安井・南畑 東垣内秀迪 495−2400
箕　六・樋　下 ○ 丸山　豊人 495−2015
上ケ井・三尾川 ○ 西山　泰隆 495−2824
大　角・津　川 ○ 仲岡　孝文 495−2988
明　添・鎌　滝 中部屋清子 495−2865

地　区 氏　名 電話番号
赤木・高畑・桂瀬 仲前　充子 495−2578
今西･松ケ峯･菅沢 上辻乃利子 498−0190

田 榎本　眞弓 498−0152
谷 東　　洋子 498−0214

中　・ 滝 ノ 川 井谷　洋子 498−0227
毛原下・小 西 ○ 助野　利治 499−0154
毛原中・毛原宮 西澤　保行 499−0232
毛原宮・毛原上 西　　　茂 499−0178
毛原上・長谷宮 ○ 上東　敏男 499−0048
井　堰・蓑垣内 神谷　紀子 497−0221
真国宮・蓑津呂 ○ 森谷　運佳 497−0218
花野原･初生谷･北野 ○ 岩本恵美子 497−0207
円明寺・勝谷・四郷 藤井　秀夫 497−0245

町内全域

主任児童委員

堀　　有子 489−2001
森谷美喜子 495−2222
田伏　嘉子 489−4512

2017.215

紀美野町の人口
総人口……	9,367人（−14）
　男　……	4,343人（−10）
　女　……	5,024人（ −4）
世帯数……	4,383世帯（−5）

（平成28年12月末現在）　　

　紀美野町面積 128.34km2

前月比



確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は平成 29 年３月 15 日（水）です。申告書の提出後に、
納付書の送付や納税通知等による納税のお知らせはありません。納付には便利な振替納税を是非ご利用ください。

【町税は納期限内に納付しましょう】
納税は国民の義務です。町税等は自主的に、期限内に納付していただく必要があります。納期限が過ぎても未だ納付されて

いない場合は、至急納付してください。

【納期限を過ぎると】
定められた期限までに納税しないことを滞納といいます。滞納となった場合、納期限までに納めた人との公平性を保つため、

本来納めるべき税額のほかに督促手数料や延滞金もあわせて納めていただくことになります。

【滞納を放置すると】
町では、期限内に納付していただいている多くの人々の立場から、公正・公平性を確保するため、督促や催告により納付を

促してもなお納付のない滞納者に対しては、地方税法に基づき財産の差し押さえを行っています。

【和歌山地方税回収機構の活用】
県内の全市町村が参加し設立された和歌山地方税回収機構では、各市町村から滞納事案の移管を受け、徹底した財産調査を行い、

差押え等厳正な滞納処分を行っています。本町でも積極的に和歌山地方税回収機構を活用していきます。
町民の皆様には、今後とも、納期内納税をよろしくお願いします。

平成 29 年１月１日以降に納期限を過ぎた税金等にかかる延滞金の率が、財務大臣の告示
により、下記のとおり決定されました。

延滞金は、納期限までに納付された人との公平性を図るために加算されます。納期限を過
ぎると延滞金の納付が必要になりますので、納期内納付をお願いします。

■平成29年中の延滞金　　納期限後１か月以内の場合　　2.7％
　　　　　　　　　　　　納期限後１か月を過ぎた場合　9.0％

■問い合わせ　税務課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０５

振替納税を
利用

　振替日（平成29年４月20日（木））に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされます。
事前に口座の残高をご確認ください。
＊振替納税をお申込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を平成29年３月15日
（水）までに提出してください。
＊振替納税は申告期限までに申告書を提出された場合に限り利用できます。
＊転居等により所轄税務署が変わった場合や、既に振替納税で指定している金融機関や口座を変更
する場合には、新たに振替納税（変更）の手続が必要となります。

＊インターネット専用銀行等の一部金融機関及びインターネット支店等の一部店舗では、振替納税
が利用できませんので、ご利用の可否については取引先の金融機関にご確認ください。

現金で納付

　現金に納付書を添えて、納期限（平成29年３月15日（水））までに金融機関（歳入代理店）又は所
轄税務署で納付してください。納付書をお持ちでない方は、税務署又は所轄税務署管内の金融機関
に用意してある納付書を使用してください。
＊金融機関に納付書がない場合には、所轄の税務署にご連絡ください。

電子納税を
利用

自宅やオフィス等からインターネット等を利用して納付できます。
詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

海南税務署からのお知らせ 納付期限と振替納税の利用について

～町税の納め忘れはありませんか～

延滞金の年率が
決定されました
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